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研究成果の概要（和文）：中国の食の安全性と関連諸問題は、現在世界的に注視され、社会的・

政治的波及も伴いかねない重要な課題の一つである。そこで本研究は、食におけるリスクコミュニケ

ーションの協働基盤の多次元的構築を目指す学際的プロジェクトである。さらに次世代研究者を対象

に参加型リスクアセスメントを実現することにより、両国間の摩擦を解消するような社会的コンテクストを

導くことを試みた。新しい中国地域研究の教育プログラムも構築し、実践に移すことができた。 

 

研究成果の概要（英文）：Increasing globalization of the food trade has created increased concern about 

its safety, especially Chinese food safety, because China is becoming a dominant world economic player.  

In this study, we have done the systematic investigation of risk communication focusing on the Chinese 

food safety, security and reliability, for contributing to establish a better relationship China and Japan in 

the future.   

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２０１０年度 700,000 0 700,000 

２０１１年度 900,000 270,000 1,170,000 

２０１２年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

２０１３年度 0 0 0 

 ２０１４年度 0 0 0 

総 計 3,000,000 690,000 3,690,000 

 
 

研究分野：人間環境論  

科研費の分科・細目：環境学、環境影響評価・環境政策 

キーワード：中国、食品、リスクコミュニケーション、安全・安心、環境、環境アセスメント、  

      実践、国際交流  

 
１．研究開始当初の背景 
 2004年、日中間の年間貿易額は、これまで主
軸であった日米間のそれを超えたことが発表さ
れ、最大の貿易パートナーとしての中国の存在
と、今後の日中関係の重要性を示す象徴的な
出来事となった。しかしながら、日中両国の経済
関係の進展にくらべ、政治・外交，文化，草の根
交流といった分野では数多くの課題が残されて
いる。 

 これまでの研究において、中国食品の安全
性を科学的側面から多面的に調査しつつ、中
国食品に対する日本消費者の不安の原因と
構造をリスク認知分析により追跡した結果、
中国では特に海外輸出向けの農産物に対す
る安全性は徹底的に管理されているにも関
わらずマスメディアからの情報等に左右さ
れ、消費者の不安が助長される過程を理論的
に明らかにした。さらに中国食品に対する否
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定的概念を取り除くためには、主要価値類似
性（リスク管理者と自分が同じ価値観を共有
していると感じられる認識）が最も有効であ
ることが導き出され、様々な関係者が情報を
共有しつつ、相互理解を深めるための、草の
根レベルも含めた多面的なリスクコミュニ
ケーションの基盤を構築することの重要性
が再認識された。 
 

２．研究の目的 

 中国の食の安全性と関連諸問題は、現在世
界的に注視され、社会的・政治的波及も伴い
かねない重要な課題の一つである。 
 そこで本研究では、下記の 3つの次元にお
ける日中のリスクコミュニケーションの協
働的基盤の構築を目指す。 
(1)中国の食の安全・安心やそれを取り巻く
環境問題に取り組む日中の研究者交流を実
現し、その研究基盤を日中双方から強化する。 
(2)共通の課題を軸に、中国地域研究を文系
と理系の垣根を越えた諸学の対話を求める
学際的学問の創造の場を未来志向型として
深化させてゆく。 
(3)地域社会におけるリスクコミュニケーシ
ョンの基盤構築の試行的実験として、ある種
のコンセンサス会議に相当する科学的実践
を日中において実現し、その評価・分析を試
みる。 
 
 以上のように、本研究では、「構造的課題」
として捉えるべき中国の食の安全性を巡る
問題に注視し、「学融合の学術研究基盤の構
築」と「課題解決・提言型プロジェクト」を
連動して実現することを目指してゆく。 
 
３．研究の方法 
(1)中国地域研究の学際的対話の構築とその
発展を試みる「大阪大学中国文化フォーラ
ム」を重要な研究基盤とし、日中台の学際的
国際シンポジウムを経年的開催し、研究者交
流を深化させる。 
(2)日中双方において、参加型環境アセスメン
トによる科学実践を実現する。通常のコンセ
ンサス会議で主に評価される「議論の政策形
成過程への反映」という視点よりも、世代間
倫理（未来世代への責任）を重視した議論の
展開に努めその評価と理論的分析も試みる。 
(3)新しい中国地域研究の教育プログラムを
提案し、実践に移して他大学にも還元してゆ
く。 
 
４．研究成果 
 本研究では、国際シンポジウムや学校間交流
を通じて、教育的ネットワークの充足化や海外の
協力機関との連携の強化に主眼を置きつつ、大
きく 5つの枠組みから以下のような成果を挙
げることができた。 
(1) 教育との有機的連携・教育的ネットワー
クの構築： 

① 2010年度に大阪大学高度副プログラム（副

専攻的な教育）」における「現代中国研究」と
いう学際的なプログラムを立ち上げ、特に本
プロジェクトメンバーが主体的に関わりなが
ら、中国研究における若手研究者の交流空
間を実現し、また本学中国人留学生のネット
ワークの構築にも寄与した。 

② 2011年度及び2012年度には、集中講義に
おいて、食と環境に関するワークショップを
開催した。 

③ 2012年度には、オムニバス講義教材『現代
中国に関する１３の問い―中国地域研究
講義（OUFCブックレット，第１巻）』を
完成した。 

(2) 国際シンポジウムにおける中国研究者と
の交流： 

① 2010 年に贛南師範大学（中国・江西省）(第
4 回)、2011 年に内蒙古大学（中国・内蒙
古）(第 5回)、2012年に台湾東華大学(第 6
回)にて、それぞれ開催された日本・中国・
台湾の共同開催による「現代中国と東アジ
アの環境，国際学術シンポジウム」において、
組織運営に主体的に関わり、組織メンバー
は参加・報告・論文作成を行い、学校間交
流を深めた。 

② 2011年3月17〜18日に開催された大阪大学
および中国農業大学共同開催による「グロ
ーバル化と環境・食品安全に関する国際シ
ンポジウム」にて、研究代表者の三好は参加
・研究報告を行い、さらに日中における食の
安全性の認識やリスク管理に関する詳細な
情報交換が得られた。 

(3) 日中台湾の共同研究による書籍の発刊： 

① 中国文化フォーラムの学際的研究基盤に
よる取り組み(現代中国地域研究が資する
学際性を歴史学と諸学の対話の方法とし
て接合する新たな試み)を 2012 年 3 月に
『共進化する現代中国研究—地域研究の
新たなプラットフォーム—』としてまとめ
上げ、大阪大学出版会より発刊した。 

② 日中台の共同開催における国際シンポジ
ウムの実績を『現代中国変動與東亜新格局，
第１輯』として、2012 年 8 月に社会科学
文献出版社（中国，北京）より発刊した。 

(4)科学実践（日中次世代研究者間交流を目
論むワークショップ,公開シンポジウム）： 

① 2012年3月に中国・天津・南開大学にて、日
中における次世代研究者（大学院生）の交流
の場を作る参加型アセスメント（連続ワークシ
ョップ）を実現し、好評を博した。 

② 2012年6月に大阪にて、学会と共催による公
開シンポジウム「食の安全・安心・信頼—相互
理解を醸成するコミュニケーション—」を開催
し、参加型リスクアセスメントを取り入れた120

名あまりの参加者による盛大なものとなった。 

③ 大阪大学にて、2012年 12月に、中国人留
学生と日本人学生によるフォーラム「ともに学
ぶことの意味」を主催し、日中双方の理解と



信頼を深め、今後の協働の可能性を確認で
きた。 

(5) 研究成果の学術界への公表、報告書の作
成： 

  巻末に示すように、各メンバーの専門性か
ら研究成果を論文・書籍として公表し、その
意義と知見を還元するとともに、本プロジェク
トの総括として最終報告書を作成した。  
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